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葛城
ともに創る
ともに生きる

當麻寺にて、一夜にして曼荼羅を織り上
げたと伝えられる伝説上の人物「中将姫」
をモチーフにしたキャラクターで、日々葛城
市のPR活動などに取り組んでいます。葛
城市出身の漫画家、木下聡志さんがデザ
インし、愛称は公募により決定しました。

葛城市マスコットキャラクター
蓮花ちゃん

ともに創る
ともに生きる
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Rebuilding together
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葛
城
市
は
、
平
成
16
年
10
月
１
日
、
新

庄
町
と
當
麻
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。
平
成
の
大
合
併
の
中
、
奈
良
県
内
で

は
初
の
合
併
と
な
り
ま
し
た
。

　
中
将
姫
伝
説
で
名
高
い
當
麻
寺
や
飯
豊

天
皇
陵
、
相
撲
の
開
祖
と
い
わ
れ
る
當
麻

蹶
速
な
ど
、　
城
山
と
二
上
山
の
ふ
も
と

で
豊
か
な
自
然
と
と
も
に
育
ま
れ
て
き
た

2
つ
の
ま
ち
の
歴
史
と
文
化
が
新
し
い
ま

ち
に
受
け
継
が
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
南
阪

奈
道
路
葛
城
I
C
を
中
心
と
し
た
都
市
機

能
の
充
実
に
よ
る
利
便
性
が
向
上
し
、
大

阪
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
よ
り
良
く
な
り
、

さ
ら
に
住
み
良
い
魅
力
を
備
え
た
ま
ち
へ

と
発
展
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
葛
城
市
は
自
然
や
歴
史
を

大
切
に
守
り
、
市
民
と
と
も
に
未
来
へ
向

か
っ
て
歩
み
ま
す
。
ま
ち
は
人
々
の
た
く

さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
と
も
に
創
ら
れ
、
こ

れ
か
ら
も
と
も
に
生
き
て
い
く
の
で
す
。

庄
町
と
當
麻
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。
平
成
の
大
合
併
の
中
、
奈
良
県
内
で

は
初
の
合
併
と
な
り
ま
し
た
。

中
将
姫
将
姫姫姫姫
伝
説
伝伝伝伝

で
名
高
い
當
麻
寺
や
飯
豊

天
皇
陵
、
相
撲
の
開
祖
と
い
わ
れ
る
當
麻

蹶
速
な
ど
、
城
山
と
二
上
山
の
ふ
も
と

で
豊
か
な
自
然
と
と
も
に
育
ま
れ
て
き
た

2
つ
の
ま
ち
の
歴
史
と
文
化
が
新
し
い
ま

1.昇る朝陽の　輝きが
大和の郷を　包み込む
金剛　葛城　二上の峰を
見上げて育つ　若い夢
緑の風も　爽やかに
明日へ旅立つ　葛城よ

2.燃える想いと　微笑みが
大和の郷に　幸を呼ぶ
誰もがやすらぐ　憩いの街に
色も優しい　二輪菊
心の糸を　結び合い
明日を見つめる　葛城よ

3.巡る季節の　彩りが
大和の郷を　染めてゆく
遥かな歴史の　旅路の跡を
現在に伝える　来迎会
希望の鐘を　響かせて
明日へ翔く　葛城よ

葛城市は、美しい自然に抱かれ、
悠久の歴史が息づくとともに
産業や文化が活発に展開する、
昔と今が共生するまちです。
わたしたち葛城市民は、
安全で魅力あふれるまちづくりに向け、
ここに市民憲章を定めます。

一．恵まれた自然を大切にし 
後世につなげるまちをつくります

一．かけがえのない文化遺産を守り
香り高い文化を育むまちをつくります

一．地域の産業を生かし
活力に満ちたまちをつくります

一．たくましい心と体を育み
健康で明るいまちをつくります

一．豊かな人間性を尊び
若い力を伸ばすまちをつくります

（平成18年２月26日制定） （平成18年３月31日制定）

市章 市の花 市の木 市の鳥

市民憲章市歌「緑の風」
作詞／北川康宏　作曲／キダ・タロー 

き く

ぼたん

いちいがし

山麓部の広葉樹林に生息し、「春
つげ鳥」の名で親しまれ、古来詩
歌にも多く登場します。透き通った
鳴き声は、人々に春の訪れとやす
らぎを知らせます。竹内峠に「うぐい
すの関」があることから、近辺に生
息していたことがうかがえます。春
の喜びとやすらぎを象徴するため、
市の鳥として制定されました。

うぐいす

くすのき

いちいがしは、　城山麓に多く自
生する常緑の高木です。樹勢旺盛
で、根幹は高さ30m以上にも達し
ます。
くすのきも、同様に樹勢旺盛な常
緑の高木です。街路、公園、社寺
などに植えられ、大きく成長して神
木と崇められる巨木となることが少
なくありません。大地にどっしりと根
をおろし、青空高くすくすくとそびえ
立つ成長ぶりは発展を続ける葛城
市の象徴にふさわしいため、市の
木として制定されました。

上下に配した２つの円は旧新庄町
と旧當麻町が１つの市へと生まれ
変わったことを表します。下部の緑
色は　城山系の山並みや茂る葉
を表し、豊かな自然を守るという願
いが込められています。上部の赤
い円により、全体で花が咲いたよう
に見立て、花咲く、うるおいのある
やさしいまちであることを表していま
す。さらに葛城市が輝く未来へ発
展していく願いを込め、大空に大き
く手をかかげたようにも見える造形
としています。平成17年2月19日
制定。

きくは、桜とともに、わが国の代表的
な花です。中国から奈良時代に伝
わったとされ、　城山麓の気候風
土が生育に適するため各地で栽培
されています。
ぼたんも、中国から奈良時代に伝わ
り、漢方薬として栽培されていたも
のが、唐代以降「花の王」として愛
好され、詩歌その他の題材となりま
した。
それぞれに気高い美しさを保ち、古
から今に至るまで人々に愛されるこ
とから、市の花として制定されました。

た
い
ま
の

け
は
や

ち
ゅ
う
じ
ょ
う
ひ
め

い
い
と
よ

と
も
に
創
り

と
も
に
生
き
る
ま
ち
、葛
城

平
成
16
年
、
葛
城
山
と
二
上
山
の
ふ
も
と
で
誕
生
し
た
新
し
い
ま
ち
葛
城
市
。

今
年
、
市
制
10
周
年
を
迎
え
、

今
後
も
ま
す
ま
す
輝
き
続
け
る
ま
ち
と
し
て
、
新
た
な一歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

か
つ
ら
ぎ
さ
ん

に
じ
ょ
う
ざ
ん



葛城市へのアクセス

大阪方面からは、南阪奈道路葛城
ICまたは西名阪自動車道柏原IC
で下車。京都方面からは、西名阪
自動車道香芝ICで下車。新庄庁
舎へは葛城ICから南へ2.9km、柏
原ICから南へ13.0km、香芝ICから
南へ10.5km。當麻庁舎へは葛城
ICから北へ2.6km、柏原ICから南
へ8.8km、香芝ICから南へ7.4km
です。　　　　

葛城市内には、近鉄とJRを合わ
せて7つの駅があります。近鉄で
は、尺土駅には、特急と急行も停
まります。大阪阿部野橋駅から準
急で約35～45分、特急または急
行で約30分です。新庄庁舎へは
近鉄新庄駅から徒歩約1分、當
麻庁舎へは当麻寺駅または磐城
駅から徒歩約5～8分です。

葛城市
奈良県

奈良県
Katsuragi City

位置

奈良県の北西部に位置

36,858人

33.73km2

人口（平成26年4月1日現在）

面積

Katsuragi City was officially founded on October 1, 
2004 with the merger of the towns Shinjo and 
Taima. The history and culture of the two towns, 
which developed from the richness of nature, still 
lives on today. As conveniences improve from the 
enhancement of urban functions and from the open-
ing of Katsuragi Interchange of Minami-Hanna Road, 
the charm of easy living on the city grew. Katsuragi 
City continues to pursue a future for its citizens 
while carefully preserving nature and history.

Katsuragi, the City to
Rebuild and Live Together In

車の場合 電車の場合

　
葛
城
市
は
奈
良
県
の
北
西
部
に
位
置

し
、
北
は
香
芝
市
、
東
は
大
和
高
田
市
、

南
は
御
所
市
、
西
は
大
阪
府
南
河
内
郡
太

子
町
、河
南
町
と
接
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

二
上
山
か
ら
　
城
山
西
部
の
山
並
み
と
、

東
に
広
が
る
平
野
部
（
奈
良
盆
地
）
で
構

成
さ
れ
た
ま
ち
で
す
。
市
内
に
は
近
鉄
南

大
阪
線
と
近
鉄
御
所
線
、
J
R
和
歌
山
線

が
通
り
、
京
都
・
大
阪
方
面
へ
の
ア
ク
セ

ス
も
良
好
で
す
。
ま
た
、
自
動
車
で
南
阪

奈
道
路
葛
城
I
C
を
利
用
す
れ
ば
、
大
阪
・

松
原
J
C
T
と
、
約
15
分
で
結
ば
れ
る
近

距
離
に
あ
り
、
関
西
国
際
空
港
か
ら
も
60

分
程
度
で
す
。
自
然
と
歴
史
が
豊
か
で
あ

り
な
が
ら
、
大
阪
市
近
郊
と
い
う
恵
ま
れ

た
立
地
を
備
え
て
い
ま
す
。

1



│
日
本
一の
ま
ち
づ
く
り
│

日本で1番
古い官道（国道）
竹内街道
飛鳥の都と難波を結ぶ日本最古の官道（国道）が竹内
街道です。現在も屋敷跡や宿場町の面影が残るまちな
みは、かつて人や物の往来が盛んであった様子を思い起
こさせます。

第
1
章

　
葛
城
市
は
、
相
撲
発
祥
の
地
と
伝
え
ら

れ
る
と
と
も
に
、
日
本
初
の
官
道
で
あ
る

竹
内
街
道
や
當
麻
寺
な
ど
多
く
の
歴
史
を

持
つ
ま
ち
で
す
。
産
業
で
は
、
全
国
生
産

量
１
位
を
誇
る
二
輪
菊
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
平
成
25
年
度
に
は
、
小
・
中
学
校
の

耐
震
化
工
事
完
了
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
を

達
成
す
る
な
ど
、
住
み
良
さ
の
醸
成
に
も

取
り
組
み
、
県
下
で
一
番
目
に
合
併
し
た

ま
ち
と
し
て
、
数
多
く
の
誇
り
が
輝
い
て

い
る
の
で
す
。

「
こ
の
ま
ち
が
い
ち
ば
ん
」

人
々
の
誇
り
が

輝
き
続
け
る
ま
ち

1番最初の
相撲の地
『日本書紀』によると、大和国の當麻邑にいた當麻蹶
速（たいまのけはや）は、出雲国の野見宿禰（のみのす
くね）と力比べを行いました。これが相撲の始まりといわ
れています。

2



第11番札所
二上山當麻寺

中将姫（ちゅうじょうひめ）伝説で有名な
當麻寺は、白鳳時代の栄華を現在に伝
える寺です。国宝や国重要文化財を数
多く保存し、新西国三十三箇所第11番
札所として今も多くの参拝・観光客が訪
れる場所となっています。

平成16年、奈良県内初の合併を
成し遂げた葛城市。合併して早く
も10年の歳月が流れ、豊かな自然
や歴史文化の良さはそのままに、
都市基盤などの住み良さを備えた
まちに成長しました。

Katsuragi City is said to be the birthplace of Sumo as 
well as Takenouchi-kaido Road, the first road in 
Japan to be built with government expenditures.There 
are also many other historic sites including Taima-
dera Temple. We are proud of our production of the 
Twin-flowered chrysanthemum, which is the largest 
production of chrysanthemums in Japan. In 2013, all 
schools in the city were given seismic retrofits so that 
our children can learn in safety.

Katsuragi is the Best
-Rebuilding of the Best City-

合併

10周年

全国1位の
二輪菊
昭和50年代に始まった二輪菊の栽培は日本
一の生産量を誇ります。一本一本丁寧に芽
かきをするなど大変手間のかかる作業と徹底
した品質管理を行い、日本一のブランドを確
立しています。

生産量

耐震化率

100％
市内小・中学校の耐震化工事の取り組みを進めて
きましたが、平成25年度で完了し耐震化率100％を
達成しました。引き続き、子どもが安心して学ぶ環境
を整えるため、幼稚園や保育所の耐震化を促進して
いきます。

市内小・中学校の新西国三十三箇所

3



親子が自由に参加し、一緒に遊びなが
ら子ども同士・親同士が関わることので
きる場所として開放されています。年齢
別のつどい、お話や童謡を楽しむ日もあ
りたくさんの親子に利用されています。

子育て支援センター
つどいの広場

子
ど
も
は
宝 

地
域
で
見
守
る

子
育
て
の
ま
ち

﹇
子
育
て
支
援
﹈

子
ど
も
は
宝 

地
域
で
見
守
る

子
育
て
の
ま
ち

﹇
子
育
て
支
援
﹈
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子
育
て
支
援
は
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
る

前
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
妊
婦

健
診
の
助
成
は
も
ち
ろ
ん
、
保
健
師
や
助

産
師
に
よ
る
訪
問
や
妊
婦
教
室
の
開
催
に

よ
っ
て
妊
娠
中
か
ら
心
身
を
整
え
る
支
援

を
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
育
て
の
悩

み
を
抱
え
る
保
護
者
へ
の
支
援
と
し
て
、
専

門
員
を
健
診
会
場
や
保
育
所
・
幼
稚
園
に

派
遣
す
る
な
ど
、
子
ど
も
の
発
育
面
や
、

　
子
ど
も
が
１
歳
に
な
る
前
か
ら
利
用

し
て
い
ま
す
。
市
外
か
ら
引
っ
越
し
て

き
た
の
で
、
公
園
な
ど
で
知
り
合
い
を

作
る
の
も
難
し
く
て
。
こ
こ
な
ら
年
齢

別
の
つ
ど
い
も
あ
り
ま
す
し
、
習
っ
た

手
遊
び
を
家
で
も
や
っ
て
み
た
り
し
て

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
親
同
士
の
交
流
は

も
ち
ろ
ん
、
先
生
と
の
関
わ
り
も
重
要

で
す
。
子
育
て
や
暮
ら
し
全
般
に
つ
い

て
相
談
を
よ
く
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
実
は
子
ど
も
の
場
所
見
知
り
や
人

見
知
り
も
あ
っ
て
、
一
時
来
る
こ
と
が

苦
痛
に
感
じ
て
や
め
て
し
ま
っ
た
時
期

も
あ
っ
た
ん
で
す
。
け
れ
ど
、
こ
の
ま

ま
で
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
再
び
通
い
始

め
た
ら
、
少
し
ず
つ
子
ど
も
も
親
の
元

を
離
れ
て
遊
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
の
成
長
を
見
て
、
こ
こ
に
通
っ

て
良
か
っ
た
と
確
信
し
ま
し
た
。
ま
ず

は
１
時
間
で
も
い
い
の
で
、
気
負
わ
ず
一

歩
を
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
で

親
子
と
も
に
一
歩
を

踏
み
出
せ
ま
し
た

地
域
の
人
が
差
し
伸
べ
る

た
く
さ
ん
の
温
か
い「
手
」

だ
か
ら
葛
城
で
育
て
た
い

│
日
本
一の
ま
ち
づ
く
り
│

第
1
章

子育て支援センター利用者　亀田 彰子さん

真新しい教室や廊下は、バリ
アフリーの設備や空調が整っ
ており、子どもたちが安全・快
適に過ごすことができます。

市内の幼稚園、保育所の改築により
受け入れ人数を増加しました。待機児
童の減少にも繋がっています。

新庄幼稚園・
磐城第2保育所の改築

赤ちゃんとふれあうことが少なく、産後の
不安が高まる方が多くなっています。そこ
で妊娠中から赤ちゃんを抱いたり、先輩
ママから育児の話を聞いたり、夫婦で赤
ちゃんがいる生活をイメージすることで赤
ちゃんとの絆を深める支援をしています。

妊娠中のふたりで
育てる赤ちゃん教室

ココがいちばん！

親が子どもと穏やかに向き合えるよう
になることを目的に、育児の方法を学
んだり、母親同士の交流を楽しみなが
ら子育て仲間を作って孤立感・育児ス
トレスも軽減する子育て応援プログラ
ムです。初めて子育てする母親とその
子どもを対象に実施しています。

親と子の絆づくり
プログラム（BPプログラム）

そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
の
相
談
が
し
や

す
い
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育
て
中
の
親
子
が
安
心

し
て
過
ご
せ
る
遊
び
場
を
提
供
し
た
り
、

子
育
て
の
交
流
を
通
し
て
悩
み
を
相
談
で

き
る
「
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、未
就
園
児
（
0・1・2
歳
児
）

を
対
象
に
同
年
代
の
子
ど
も
を
も
つ
親
子

の
「
年
齢
別
つ
ど
い
」
も
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
を
生
み
育
て
、
安
心
し
て
働
け
る

よ
う
、
保
育
所
や
幼
稚
園
の
改
築
、
受
け
入
れ

人
数
の
増
員
な
ど
の
対
応
を
進
め
、
今
後
も
安

心
で
き
る
子
育
て
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

In Katsuragi City, consultation 
services and backing for health 
check-ups are provided for 
pregnant women. It has assis-
tances such as personal visits 
from nurses and doctors, and 
stresses on the importance of 
health and support, especially 
during a woman’s pregnancy. 
For new parents who have 
common worries about raisin 
their new child, programs are 
available in which knowledge is 
shared from parent-to-parent. 
“Square of Gathering” is one of 
these programs. This is all 
other services are located in 
the child care support center.

[Childcare support]
Children are our
treasure; communities
watch over them
City of Parental Care
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体
が
資
本 

元
気
が
輝
く

健
康
の
ま
ち

﹇
健
康
・
福
祉
﹈

40歳以上の方を対象とした生活習慣
病予防と生活習慣の改善のための健
康診査です。市では市民の健康のた
め、啓発パンフレットなどを活用し、受診
を勧めています。

特定健診

体
が
資
本 

元
気
が
輝
く

健
康
の
ま
ち

﹇
健
康
・
福
祉
﹈
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平
成
７
年
に
養
成
講
座
を
受
け
、
そ

の
経
験
を
生
か
し
た
い
と
思
い
、
翌
年

発
足
し
た
健
康
づ
く
り
推
進
員
協
議

会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
主
な
活
動
と
し
て
は
、
大
字
で
の

健
康
教
室
の
開
催
や
、
市
の
イ
ベ
ン
ト

で
の
試
食
配
布
や
手
ば
か
り
栄
養
法
、

健
康
ク
イ
ズ
な
ど
を
通
し
て
栄
養
に

関
す
る
情
報
の
発
信
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
や

健
康
体
操
教
室
を
行
い
運
動
習
慣
の

普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
幼

稚
園
や
保
育
所
に
手
づ
く
り
の
紙
芝
居

で
食
育
活
動
を
し
た
り
、
特
定
健
診

の
P
R
の
た
め
に
ポ
ス
タ
ー
や
新
聞
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
さ
ら
に
学
習
の
機
会
を
増

や
し
、
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
、
新

し
い
人
た
ち
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
い

て
、「
ま
ち
の
健
推
さ
ん
」
と
し
て
健

康
づ
く
り
の
輪
を
葛
城
市
全
体
に
広
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

葛
城
市
の
皆
が

健
康
で
過
ご
せ
る

ま
ち
に
し
た
い

│
日
本
一の
ま
ち
づ
く
り
│

第
1
章

健康づくり推進員協議会会長　吉田 久仁子さん

公民館や福祉総合ステーションにおいて、タブ
レットによる買い物支援と健康づくりのアドバイス
などのサポートを受けることができます。

おたがいさまサポートハウス
買い物支援／健康管理

ココがいちばん！

「きらり葛城21」
市民一人ひとりが地域で自
立していきいきと暮らせるよ
うに、市民・地域・行政など
が一体となって、健康に関す
るあらゆる施策や目標指標
を定めた第2期葛城市健康
増進計画を策定しました。

　
葛
城
市
で
は
乳
幼
児
健
診
や
特
定
健
診
、

高
齢
者
を
支
え
る
制
度
な
ど
、
多
様
な
年

齢
層
に
あ
わ
せ
た
支
援
や
取
り
組
み
が
豊

富
で
す
。ス
ポ
ー
ツ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
は
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
め
る
よ
う
に
と
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
を
迎
え
、
各
施
設
で
講
演
や
実
技
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。「
お
た
が
い
さ
ま
サ
ポ
ー

ト
ハ
ウ
ス
」
で
は
、買
い
物
が
困
難
な
方
に
、

ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
で
の
買
い
物
を
手
伝
っ
た

り
、
日
々
の
健
康
管
理
を
支
援
す
る
市
民

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
呼
ば
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
支
え
に
よ
っ

て
、
市
民
の
健
康
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
第
２
期
葛
城
市
健
康
増
進
計
画

「
き
ら
り
葛
城
21
」・
葛
城
市
食
育
推
進
計

画
で
は
、
栄
養
・
食
生
活
、
運
動
習
慣
、

喫
煙
対
策
、
こ
こ
ろ
の
健
康
、
歯
の
健
康
、

と
い
っ
た
生
活
習
慣
の
改
善
と
生
活
習
慣
病

の
予
防
の
取
り
組
み
が
考
え
ら
れ
て
お
り
、

地
元
産
の
食
材
を
活
用
し
た
レ
シ
ピ
も
充
実

し
て
い
ま
す
。「
ず
っ
と
こ
の
ま
ち
で
元
気

に
暮
ら
し
た
い
」
そ
ん
な
市
民
の
思
い
を

実
現
す
る
た
め
に
、
ま
ち
全
体
で
保
健
医

療
体
制
の
整
備
を
図
っ
て
い
ま
す
。

「
ず
っ
と
こ
の
ま
ち
で

元
気
に
暮
ら
し
た
い
」

思
い
を
実
現
す
る
ま
ち

Katsuragi City provides many choices of 
services depending on age, including 
health check-ups for infants as well as 
special health check-ups. Sports advisors 
show how to play sports and provide 
lectures at the sports promotion centers to 
people of all ages, from children to the 
elderly.“Home Mutual Support” supports 
daily health management, such as help 
with shopping for the households which 
find shopping to be challenging. In addi-
t ion, var ious plans are avai lable for 
persons with disabi l i t ies and for the 
elderly, as well as for the purpose of 
health promotion.

[Health and social services]
Health is our greatest asset
and is at a high level.
‘City of Health’

「きらり葛城21」から広がった市民自主グループです。
万年青年歩こう会…毎月１回、５～7km歩いています。
たばこ対策推進パートナー…小・中学校へ防煙教室出前

講座を行っています。
市民主体の健康づくりグループが活躍できるように支援し
ていきます。

【 栄 養・食 生 活 】
【 運 動 習 慣 】

【 喫 煙 対 策 】

【こころの 健 康 】
【 歯 の 健 康 】

【生活習慣病の予防】

きらり輝くバランスメニュー
りフレッシュ
見つけてはじめる運動習慣
かッコイイ！
たばこを吸わないヒーローだ
つながりが地域の元気保ちます
らイバルに負けるな！チャレンジ！
むし歯なし！
ぎブアップ
しないで続ける健康づくり

ばん！

葛城 」
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﹇
安
全
・
防
災
﹈

備
え
は
万
全 
命
を
守
る

安
全
の
ま
ち

災害への危機感を持ち、万一の時に命
が守れるように、毎年地域防災訓練を
行っています。土のうづくりや初期消火
訓練など、地震などの災害を想定した実
用的な訓練内容を盛り込んでいます。

地域防災訓練

備
え
は
万
全 
命
を
守
る

安
全
の
ま
ち

8



　
平
成
19
年
か
ら
毎
年
１
回
、
防
災
訓

練
や
防
災
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
防

災
訓
練
の
３
ヶ
月
前
か
ら
、
役
員
会
に
て

訓
練
内
容
を
議
論
し
ま
す
。
メ
ン
バ
ー

は
幅
広
い
年
齢
層
で
す
。
防
災
訓
練
は

そ
の
時
だ
け
集
ま
っ
て
も
、
効
果
が
あ

り
ま
せ
ん
。
災
害
時
は
近
所
の
人
と
助

け
合
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
日
頃
か
ら

周
辺
住
民
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
尺
土
で
は
、絆
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、

地
域
の
家
族
構
成
の
把
握
に
努
め
て
い
ま

す
。
毎
年
の
防
災
訓
練
に
よ
っ
て
、
地
震

を
忘
れ
な
い
、
連
帯
感
を
作
る
、
そ
し

て
絆
カ
ー
ド
の
内
容
を
更
新
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
地
域
で
夏
ま
つ
り
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
繋

ぐ
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
新
し
い
住
民
と
の
関
係
づ
く
り

や
防
災
訓
練
の
参
加
率
向
上
に
も
繋

が
っ
て
い
る
と
感
じ

ま
す
。

自
主
防
災
の
要
は

備
え
る
こ
と
と

地
域
間
の
交
流
で
す

│
日
本
一の
ま
ち
づ
く
り
│

第
1
章

自主防災組織（尺土区長・副区長）　𠮷田 新之助さん、榊本 勲さん

地域の子どもは地域で見守りたいという
思いから、交通安全・不審者対策を目
的に小学校の通学路に立ち、子どもた
ちの安全を毎日見守ります。

ボランティア「北花内の会」
子ども見守り隊

　「
安
全
の
ま
ち
」
と
は
災
害
や
事
故
の
な

い
ま
ち
で
し
ょ
う
か
。
葛
城
市
が
安
全
な
ま

ち
だ
と
い
え
る
理
由
は
、
市
全
体
の
心
が
け

と
防
災
の
取
り
組
み
に
あ
り
ま
す
。
平
成

25
年
度
に
は
小
・
中
学
校
の
耐
震
化
率

1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
を
達
成
。
ま
た
、

A
E
D
を
設
置
し
て
い
る
学
校
や
企
業
で
講

習
を
行
い
、
誰
も
が
正
し
く
A
E
D
を
使

え
る
よ
う
備
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域

の
自
主
防
災
活
動
も
機
能
し
、
防
災
訓
練

を
は
じ
め
、
い
ざ
と
い
う
時
に
自
ら
の
命
と

地
域
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
築
い
て

い
ま
す
。

　
ま
た
地
域
の
人
々
が
、
日
頃
か
ら
子
ど

も
た
ち
の
安
全
に
も
目
を
配
っ
て
い
ま
す
。

万
が
一
に
備
え
て
、
万
全
の
対
策
を
と
る
こ

と
で
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
「
安
全
の
ま

ち
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
切
な
人
を
守
る
た
め
に

い
つ
も
忘
れ
な
い

安
全
・
安
心
の
心

ココがいちばん！

地域防災マップ
市内の44地区で、災害時の危険箇所や避難場所
への経路について聞き取り調査を行い、その情報に
基づき、危険箇所を調査。避難経路などを示した防
災マップを平成25年度に作成しました。

The reason one can say that 
Katsuragi City is a safe city is 
based on the awareness of its 
c i t i z e n s  and  t h e  d i s a s t e r  
prevention initiatives. In 2013, all 
schools in the city were given 
seismic retrofits. Presentations 
are performed at schools and 
businesses equipped with AED. 
Individual disaster prevention 
activities in the communities 
have been vital to the protection 
of lives and the communities in 
emergencies. -Traffic safety 
watch corps have been watching 
over children within the com-
munities on a daily basis. “Safe 
C i ty”  accounts  for  per fect  
preparation to protect lives in 
emergencies.

[Safety and disaster
prevention]
Perfect preparation to
protect lives.
‘Safe City’ 

葛城消防署の協力を得
て、AEDトレーナー（練
習用器）などを用いた救
命講習会を継続的に開
催しています。

普通救命講習
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地
域
で
協
力 

と
も
に
創
る

み
ん
な
の
ま
ち

市内在住の60歳以上の方が無料で
利用できる施設です。囲碁、将棋、テレ
ビやお風呂などの利用の他、園芸や
パッチワークなど生活をより豊かにする
講座も実施しています。

いきいきセンター

﹇
協
働
﹈

地
域
で
協
力 

と
も
に
創
る

み
ん
な
の
ま
ち

﹇
協
働
﹈
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南
道
穗
介
護
予
防
教
室
は
平
成
20
年

の
市
の
介
護
予
防
事
業
が
き
っ
か
け
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。最
初
は
ス
ト
レ
ッ

チ
を
主
体
と
し
た
体
操
で
、
週
１
回
90

分
の
介
護
予
防
教
室
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
市
の
移
動
講
座
な
ど
も
活
用
し
勉

強
会
も
行
い
、
常
に
参
加
者
が
飽
き
な

い
よ
う
に
内
容
を
考
え
て
い
ま
す
。
最

近
は
、
高
知
市
発
祥
の
い
き
い
き
１
０

０
歳
体
操
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
お

も
り
の
入
っ
た
バ
ン
ド
を
つ
け
て
体
操

を
す
る
こ
と
で
、
筋
力
を
ア
ッ
プ
し
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
年
を
重
ね
て
も

筋
力
は
十
分
つ
き
ま
す
よ
。
ま
だ
始
め

て
半
年
な
の
で
、
１
年
間
は
取
り
組
ん

で
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
高
齢
者
が
運

動
を
生
活
に
取
り
入
れ
る
た
め
に
は
、

や
は
り
家
か
ら
徒
歩
10
〜
15
分
程
度
の

距
離
に
こ
う
い
っ
た
教
室
が
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
高
齢
者
の
運
動
教
室
が

増
え
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
支
え
合
い

気
軽
に
運
動
で
き
る

場
所
づ
く
り
を

│
日
本
一の
ま
ち
づ
く
り
│

第
1
章

南道穗介護予防教室（南道穗ふれあい・いきいきサロン）リーダー　島田 好昭さん

市民参加による市民のた
めのインターネット放送局
「かつらぎてれび」を運営し
ます。市民目線での新しい
形の情報発信が期待され
ます。

市民情報特派員

差別のないまちづくりのため、各大字において地元住
民を対象にした懇談会を実施しています。これによりお
互いの人権が尊重される社会の実現をめざします。

人権教育地区別懇談会

ココがいちばん！

市民活動支援
事業

市民がより積極的にまちづくりに
参加し、魅力ある葛城市を実現
します。市が設定するテーマで市
民が企画・提案する事業に対し
て補助金による支援を行ってい
ます。

　
葛
城
市
で
は
ま
ち
を
元
気
に
す
る
た
め

に
活
動
す
る
人
や
盛
り
上
げ
る
た
め
の

場
、
話
し
合
う
場
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
が
仲

間
同
士
で
交
流
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
室
や

講
座
を
通
し
て
語
り
合
い
ま
す
。
ま
ち
で

は
そ
の
他
、
地
域
の
方
の
技
術
を
活
か
す

た
め
、
特
技
の
あ
る
人
を
「
ま
ち
の
達
人

さ
ん
」
と
し
て
講
師
派
遣
す
る
な
ど
の
取

り
組
み
や
、
人
権
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
と
し
て
人
権
教
育
地
区
別
懇
談
会
も

市
民一人
ひ
と
り
が

ま
ち
づ
く
り
の

担
い
手
と
し
て

輝
き
続
け
る
ま
ち

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
葛
城
市
の
魅
力
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
発
信
す
る
の
が
市
民
情

報
特
派
員
。彼
ら
は
ま
ち
の
魅
力
を
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
す
る
市
民
の
代
表
で
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
。市
民
と
行
政

が
協
力
し
合
っ
て
、新
た
な
葛
城
市
を
と
も
に

創
っ
て
い
く
こ
と
が
今
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

People who have been trying to revitalize the city, activities 
for such goals and the places to have discussions can be 
spotted throughout in Katsuragi City. People age of 60 or 
older use the IkiIki Center to utilize their skills and pursue 
their interests. People who are masters of certain skills are 
sent to give lectures to citizens so that their skills will be 
used widely. Social gatherings are held locally to talk about 
human rights education as well. Volunteer citizens informa-
tion correspondents have been providing information about 
the charms of Katsuragi City through “ TV Katsuragi” 
on-line.

[Cooperation]
Community cooperation for rebuilding life.
‘City for Everybody.’
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東西両塔が創建当時の姿で残るのは全国でも
當麻寺だけです。古代に建立された東塔と西塔
の双塔が並び建つ風景は美しく、周辺の木々の
彩りとともに季節によってその様相を変えます。
また、平安末期和様の秀作である本堂（曼荼羅
堂）は、古くあった堂を利用して改造し、現在の
形にしたものと考えられています。

當麻寺

全国の練供養会式の発祥
としても有名で、毎年5月14
日の午後4時から、二十五菩
薩の来迎により、極楽浄土
へ旅立たれる時の中将姫の
様子を再現します。二十五菩
薩は、菩薩講の講員の人々
によって演じられています。

聖衆来迎
練供養会式

當麻寺本堂【曼荼羅堂】（国宝）

歴
史
と
と
も
に

第
2
章

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
千
年
以
上

途
切
れ
る
こ
と
な
く
毎
年
営
ま
れ
て
き

た
、聖
衆
来
迎
練
供
養
会
式（
練
供
養
）は
、

當
麻
寺
と
と
も
に
地
域
の
人
々
の
信
仰
の

力
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　
當
麻
寺
は
過
去
の
歴
史
遺
産
で
は
な

く
、
今
も
人
々
と
と
も
に
生
き
続
け
て
い

る
寺
院
で
あ
り
、
浄
土
信
仰
の
聖
地
な
の

で
す
。

　
葛
城
市
内
で
も
特
に
有
名
な
観
光
名
所

が
當
麻
寺
で
す
。
広
い
境
内
に
は
13
の
塔

頭
と
、
塔
や
本
堂
な
ど
の
主
要
な
堂
宇
が

独
特
な
伽
藍
配
置
で
建
ち
並
び
、
東
塔
・

西
塔
を
は
じ
め
と
す
る
国
宝
8
件
、
国
重

要
文
化
財
30
件
も
所
蔵
し
、
一
寺
院
に
集

ま
る
国
宝
数
と
し
て
は
全
国
で
も
有
数
の

寺
院
で
す
。
寺
院
内
の
庭
園
で
は
、
牡
丹
、

蓮
、
紅
葉
な
ど
四
季
折
々
の
風
景
を
楽
し

１
３
０
０
年
の
時
を
越
え

二
上
山
の
ふ
も
と
で
出
会
う

伝
説
の
寺
院

さ
ま
ざ
ま
な
変
遷
を
繰
り
返
し
、

歴
史
に
刻
ま
れ
た
中
将
姫
伝
説
と
當
麻
曼
荼
羅
信
仰
は
、

今
も
當
麻
寺
と
と
も
に
生
き
て
い
ま
す
。

當
麻
寺
は

今
と
と
も
に

Taima-dera Temple is a very famous temple and 
a tourist spot in Katsuragi City. 13 Tatchus
(minor temples on the site of the main temple) 
and main edifices, such as main temples and 
towers, are uniquely positioned for temple build-
ings in a big precinct. In addition, there are 8 
national treasures including West Tower and 
East Tower, and 30 national important cultural 
properties. In the garden we enjoy views of the 
four seasons, for example peony, lotus and 
autumn leaves. The Neri-kuyo (Buddhist 
ceremonial parade), which has one thousand 
years of history, has been handed down from 
generation to generation, and Taima-dera 
Temple has been preserved, mainly by the 
power of belief among the local people. Taima-
dera Temple is not yet a historic heritage site, 
but still stands as a part of the lives of people.

Taima-dera, ‘Temple Standing Still’

ち
ゅ
う

た
っ

飛鳥時代の梵鐘の特徴がみられ、天武
天皇10年（681）、當麻の地に建立さ
れた當麻寺創建時のものであり、今に
残る日本最古の梵鐘です。

梵鐘（国宝）

東塔（国宝）と西塔（国宝）

ま
ん
だ
ら
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29
歳
の
春
に

生
き
な
が
ら

極
楽
浄
土
を
見
た
姫

ち
ゅ
う
じ
ょ
う
ひ
め

ち
ょ
う
あ
い

う
と

世の人の幸せを願い、一心にお経をあげ続
ける姿に心打たれます。

中将姫坐像

画像提供 奈良国立博物館

當麻曼荼羅厨子
（国宝）
當麻曼荼羅を安置するために平安初期に作ら
れた長六角形の大型厨子（高さ約5m）。厨子
には、室町時代に作られた當麻曼荼羅文亀本
（重要文化財）が安置され、本尊として公開され
ています。

當麻曼荼羅貞享本
（重要文化財）
奈良時代、中将姫によって五色の蓮糸
で織り上げられたと伝えられる綴織當麻
曼荼羅（国宝）。鎌倉時代以降この奇跡
の曼荼羅がある當麻寺は、参拝者を極
楽へ導く阿弥陀浄土信仰の拠点と考え
られ、大いに信仰されました。写真は転写
された當麻曼荼羅の貞享本で、江戸時
代に制作されました（非公開）。

　
奈
良
時
代
、
藤
原
豊
成
の
娘
と
し
て
こ

の
世
に
生
ま
れ
た
の
が
中
将
姫
で
す
。
才

能
と
美
貌
に
あ
ふ
れ
る
心
や
さ
し
い
姫

は
、
天
皇
か
ら
も
寵
愛
を
受
け
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
実
母
亡
き
後
、
後
妻
で
あ

る
照
夜
の
前
の
疎
み
に
よ
っ
て
家
を
出
さ

れ
、
父
と
生
き
別
れ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
後
父
と
再
会
す
る
も
、
亡
き
母

を
弔
い
世
の
人
々
の
幸
せ
を
願
う
た
め
、

當
麻
寺
に
て
尼
と
な
っ
て
お
経
を
あ
げ
続

け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
蓮
糸
を
使
っ
て
一

夜
で
織
り
上
げ
た
の
が
「
當
麻
曼
荼
羅
」

で
す
。
あ
る
日
、
阿
弥
陀
如
来
と
二
十
五

菩
薩
が
現
れ
、
29
歳
の
春
に
生
き
な
が
ら

成
仏
し
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
様
子

を
再
現
し
た
行
事
が
練
供
養
で
す
。
當
麻

寺
に
は
中
将
姫
に
ま
つ
わ
る
行
事
や
寺
宝

が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

じょうきょう

ずし
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葛
城
市
に
は
往
時
を
し
の
ば
せ
る
道
が

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ

が
竹
内
街
道
で
す
。
推
古
天
皇
の
時
代
に

敷
設
し
た
、
飛
鳥
の
都
と
難
波
を
結
ぶ
我

が
国
最
古
の
官
道
（
今
で
い
う
国
道
）
で

あ
る
こ
と
が
『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
長
尾
神
社
付
近
か
ら
竹
内
峠
を

越
え
て
大
阪
府
堺
市
へ
と
続
く
約
26
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
道
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
古
く
か
ら
大
和
の
大
動
脈
と
し
て
人
と

文
化
を
結
び
、
大
阪
府
と
隣
接
し
和
歌
山

県
境
と
も
近
い
た
め
、
人
や
物
の
往
来
が

盛
ん
な
地
で
し
た
。
金
剛
山
地
を
通
る
竹

内
峠
も
、
明
治
時
代
中
頃
ま
で
、
竹
内
街

道
の
要
所
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

街
道
沿
い
に
は
宿
場
町
の
名
残
を
伝
え
る

屋
敷
や
寺
社
な
ど
、
歴
史
を
語
る
建
造
物

が
残
る
こ
と
か
ら
、
今
も
な
お
街
道
を
歩

き
に
訪
れ
る
観
光
客
に
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
は
沿
道
の
集
落
に
松
尾
芭
蕉

が
滞
在
し
、
ま
た
、
作
家
司
馬
遼
太
郎
が

幼
少
期
を
過
ご
し
た
と
い
う
文
学
の
偉
人

に
縁
の
あ
る
貴
重
な
場
所
で
も
あ
り
ま
し

た
。
司
馬
遼
太
郎
は
、
竹
内
街
道
に
つ
い

日
本
書
紀
に
も
記
さ
れ

歴
史
や
人
を
繋
い
だ

日
本
初
の
官
道

歴
史
と
と
も
に

1
4
0
0
年
の
歩
み

敷
設
か
ら
1
4
0
0
年
の
時
を
迎
え
た
日
本
最
古
の
街
道
。

あ
る
時
は
交
易
の
道
と
し
て
、

ま
た
あ
る
時
は
文
学
の
道
と
し
て
、

多
く
の
旅
人
を
迎
え
入
れ
て
き
ま
し
た
。

竹
内
街
道

た
け
の
う
ち
か
い
ど
う

第
2
章

平安時代の「延喜式」の神
明帳に載る古社です。竹内
街道・横大路・長尾街道な
ど古代の主要街道が交差す
る要衝地に鎮座しており、各
種産業や交通安全などの神
社として信仰されています。

長尾神社
松尾芭蕉は苗村千里の案内
で竹内に滞在した際に、「綿弓
や琵琶になぐさむ竹のおく（『野
ざらし紀行』）」という名句を残
しました。現在は、その句碑の
横に休憩所を備え、街道の歴
史にふれることができます。

綿弓塚
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て
著
書
『
街
道
を
ゆ
く
』
で
「
古
代
の
シ

ル
ク
・
ロ
ー
ド
と
も
い
う
べ
き
道
」
と
綴
っ

て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
に
は
竹
内
街
道
が
開
通
し
て

１
４
０
０
年
を
迎
え
、
竹
内
街
道
・
横
大

路
（
大
道
）
１
４
０
０
年
活
性
化
事
業
と

し
て
、
葛
城
市
を
は
じ
め
、
奈
良
県
、
大

阪
府
と
沿
道
10
市
町
村
で
さ
ま
ざ
ま
な
関

連
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Takenouchi-kaido Road was opened in the time of Empress Suiko, the 
oldest road built with government expenditures (now called a national 
highway), and it connects the capitals of Asuka and Nanba, as written 
in the Nihon Shoki (chronicles of Japan). It was the main road of 
Yamato Province connecting culture and people for a long time, with 
busy traffic of people and goods. Historical buildings remain as old 
mansions, temples and shrines along the road as remnants of a post 
town. Many people still visit to stroll down the road. Matsuo Basho 
(poet) had stayed in a road side community, while author Shiba 
Ryotaro spent his childhood　in one. We had the 1,400th anniversary 
of construction of Takenouchi-kaido Road in 2013, where various 
events were held by Nara Prefecture, Osaka and 10 different villages, 
towns and cities located along the road.

1,400 years of history
Takenouchi-kaido Road

平成25年に敷設1400年の
節目を迎えた日本最古の官
道、竹内街道・横大路。周辺
地域の魅力を再発掘し、街道
の魅力を高め、地域活性化に
繋げる取り組みを進めました。

竹内街道・
横大路（大道）
1400年活性化事業

司馬遼太郎は3歳まで母の実家がある竹内
で過ごしていました。その後も夏休みになると
竹内を訪れ、田んぼなどで遊び、竹内街道の
峠から見た景色が原風景だと感じていたよう
です。昭和61年に竹内で行われた講演会で
は、「長尾から竹内に登る坂が実に印象的
だった」と当時の思い出を語っています。ま
た、著書『街道をゆく』の1巻『竹内越』の章で
は、この街の景色の美しさについて語り、二
上山やその夕陽、樹叢（じゅそう）にうもれてか
すかに伺える當麻寺などを長尾から眺める風
景は「大和で一番美しい」と述べています。

幼少期に駆けたまちなみ

司馬遼太郎

孝行娘の伊麻は、南今市で生まれ竹内で
働きながら暮らしていました。ある時、父の
重い病にはうなぎが効くと聞き、懸命にうな
ぎを探し回りますが見つかりません。すると
その夜、家の外の水がめにうなぎが入って
おり、それを食べた父親も元気になりまし
た。松尾芭蕉はこの話を聞いて貞享5年
（1688）、旅の途中で伊麻に会いに行き、
真の孝行に感動したといわれています。

伝説の孝行娘と俳聖

松尾芭蕉と孝女伊麻

聞き取り調査によって作成された江戸末期
頃の地図です。当時の竹内街道には、鍛冶
屋や饅頭屋、酒屋などがあり、宿場町として
繁栄を極めました。

江戸末期の竹内街道

Shiba Ryotaro
司馬遼太郎

本名、福田定一。大正12年（1923）、大
阪府大阪市生まれの作家。著書に『竜馬
がゆく』『坂の上の雲』など、現在も多くの
ファンに愛されています。

Ima
孝女伊麻

Matsuo Basho
松尾芭蕉

元禄文化を代表する俳人、松尾芭蕉は俳聖と
して世に知られています。一方、孝女伊麻は弟
とともに父の長右衛門に孝行を尽くした人で、
この物語は『今市物語』として伝わっています。

芭蕉ゆかりの綿弓塚の近くにある寺で、本
堂は350年前、山門は650年前のものと
伝えられています。山門脇には孝女伊麻旧
跡碑が立っています。

法善寺

奈良時代、竹内峠の道が狭くて霊木を通
すことができず、その霊木の梢をそいで
作ったという身枌（みそぎ）観音が安置さ
れています。

西光院

竹内街道を駆けた文学の偉人

司馬遼太郎写真提供 司馬遼太郎記念財団／松尾芭蕉画像提供 （公財）芭蕉翁顕彰会
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1,500 years ago or more, Japan had the first empress 
in Oshimi prior to Empress Suiko, and she is said to 
have been the first empress. She is Empress Itoyo. 
She governed Japan for a short period of time while 
there was no successor between the 22nd Emperor 
Seinei and the 23rd Emperor Kenzou. She is men-
tioned in the Kojiki (Japan's oldest historical record) 
as well as the Nihon Shoki (chronicles of Japan), 
however, she was not recognized as an empress, 
which is why she is called a forgotten empress. 
Samio Maekawa, a leading poet of the Showa Era, 
was also born in Oshimi.The History Museum displays 
the history of Katsuragi from ancient times till today.

Forgotten empress
Empress Itoyo

歴
史
と
と
も
に

第
2
章

飯豊天皇が政務を執った忍海高木角刺宮
の伝承地です。東500mの位置には、中将姫
が角刺神社の鏡池の蓮から蓮糸がとれたこと
を感謝して植えたと伝わる袖の松があります。

角刺神社と袖の松

　
今
か
ら
１
５
０
０
年
以
上
も
前
、
忍
海

に
は
日
本
初
の
女
帝
の
推
古
天
皇
よ
り
も

前
に
即
位
し
た
女
帝
が
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
飯
豊
天
皇
で
す
。
第
22
代
清
寧
天
皇
と

第
23
代
顕
宗
天
皇
の
間
で
後
継
者
が
途
絶

え
た
わ
ず
か
な
期
間
に
政
治
を
行
っ
て
い

た
人
物
で
す
。
立
派
な
古
墳
に
眠
る
こ
と

か
ら
も
天
皇
に
即
位
し
て
い
た
こ
と
は
容

易
に
想
像
で
き
ま
す
。
し
か
し
『
古
事
記
』

や
『
日
本
書
紀
』
に
も
、
そ
の
事
実
は
あ

る
も
の
の
天
皇
と
し
て
の
記
載
は
な
く
、

歴
史
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
た
女
帝
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

忍
海
の
地
で
生
き

歴
史
に
忘
れ
去
ら
れ
た

日
本
初
の
女
帝

国
内
混
乱
の
危
機
に
立
ち
上
が
り

葛
城
の
地
で
政
を
執
っ
た
女
帝
は
、

今
も
人
々
の
記
憶
に

生
き
続
け
て
い
ま
す
。

飯
豊
天
皇

忘
れ
ら
れ
し
女
帝

い
い
と
よ

お
し
み

つぬさし

全長約90mの前方後円墳
で、周濠を巡らせています。周
辺遺物から6世紀前半の築
造と推定。現在は宮内庁によ
り「飯豊天皇埴口丘陵」に治
定され、整備されています。

飯豊天皇陵
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新庄歌壇から続くもので、柿本人麻呂と前
川佐美雄の古代・現代の二人の偉大な歌
人を記念して、また葛城市の生涯学習の拠
点づくりと短歌の故郷「葛城」をめざし短歌
の募集を行っています。

常設展では縄文時代の歴史から展
示が始まります。葛城市の歴史を時
系列で追うことができます。

歴史博物館

ふ
る
さ
と
を
愛
し
た

歌
人・
前
川
佐
美
雄

　
角
刺
神
社
の
あ
る
忍
海
の
地
に
生
ま
れ

た
歌
人
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
ふ
る
さ
と

葛
城
の
歌
を
は
じ
め
、
大
和
の
美
の
世
界

を
表
現
し
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
短
歌
を
詠
み
、

昭
和
の
歌
壇
の
旗
手
と
し
て
活
躍
し
た
歌

人
、
前
川
佐
美
雄
で
す
。

　
明
治
36
年（
１
９
０
３
）、
忍
海
で
代
々
林

業
を
営
む
地
主
の
家
に
生
ま
れ
、
東
洋
大

学
に
入
学
。
在
学
中
、
佐
佐
木
信
綱
に
師

事
し
、
昭
和
の
時
代
を
通
し
て
数
々
の
歌

を
世
に
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
佐
美
雄

の
作
品
に
は
忍
海
の
白
壁
の
民
家
を
詠
ん
だ

も
の
や
、
古
墳
の
あ
る
風
景
な
ど
、
し
ば

城
地
域
の
様
子
や
昭
和
30
年
代
の
生
活
様

式
な
ど
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
葛
城
の

歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
特
別
展
示
室
で
は
、
季
節
ご
と
に
企
画

展
や
特
別
展
も
行
わ
れ
ま
す
。
２
階
に
は
、

２
０
０
人
を
収
容
で
き
る
あ
か
ね
ホ
ー
ル

が
あ
り
、
歴
史
文
化
講
座
「
葛
城
学
へ
の

い
ざ
な
い
」
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
歴
史

を
次
の
時
代
に
伝
え
る
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

葛
城
の
歴
史
を

次
の
時
代
に
伝
え
る

　
飯
豊
天
皇
や
前
川
佐
美
雄
が
過
ご
し
た

地
、
忍
海
に
歴
史
博
物
館
は
あ
り
ま
す
。

同
館
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
地
光
寺
跡
出
土

の
鬼
面
文
軒
丸
瓦
を
モ
チ
ー
フ
に
図
案
化

さ
れ
て
い
ま
す
。
蓮
花
の
モ
チ
ー
フ
が
一

般
的
だ
っ
た
古
代
寺
院
の
瓦
の
中
で
も
特

に
珍
し
い
も
の
で
す
。
常
設
展
示
で
は
葛

城
市
の
縄
文
時
代
か
ら
奈
良
時
代
の
石

器
・
土
器
な
ど
の
考
古
資
料
や
、
竹
内
街

道
、
當
麻
寺
の
紹
介
、
中
世
の
時
代
の
葛

葛城歌壇

葛城市内で出土した石
器・土器などを修復して
展示しているため、当時
の生活様式を想像する
ことができます。

展示品

史跡 屋敷山古墳出土の長持形石棺

し
ば
葛
城
を
思
わ
せ
る
言
葉
が
登
場
し
ま

す
。
ま
た
『
大
和
ま
ほ
ろ
ば
の
記
』
で
は

自
身
を
「
　
城
山
の
麓
、
忍
海
の
生
ま
れ
」

と
記
し
、
ふ
る
さ
と
葛
城
を
誇
る
文
言
が

あ
り
ま
す
。
数
多
く
の
校
歌
を
作
詞
し
た

佐
美
雄
は
、
母
校
の
忍
海
小
学
校
歌
に
も
、

ふ
る
さ
と
を
大
切
に
思
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込

め
て
い
ま
す
。

　
葛
城
市
は
他
に
『
万
葉
集
』
を
代
表
す

る
柿
本
人
麻
呂
な
ど
の
歌
人
を
輩
出
し
た

ま
ち
で
す
。
市
主
催
で
短
歌
を
募
る
な
ど
、

市
民
の
中
に
も
歌
人
の
心
が
息
づ
い
て
い

ま
す
。

ふ
も
と
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神
話
の
舞
台
は

花
の
名
所
で
も
あ
る

歴
史
物
語
が
眠
る
土
地

は
る
か
昔
の
歴
史
の
面
影
を

今
に
伝
え
る
数
々
の
文
化
財
。

古
代
史
を
学
び
な
が
ら
体
感
で
き
る

こ
の
土
地
の
物
語
を

追
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

文
化
財
か
ら

古
の
魅
力

中将姫が當麻曼荼羅を織るため
に蓮糸を染めたとされる井戸が
残っています。また、牡丹と寒牡
丹の名所としても知られ、季節に
なると多くの人が訪れます。

石光寺

寒牡丹

行基（ぎょうき）の創建と伝わる寺で、
所蔵されている桧一木造りの十一面
観音立像は国の重要文化財です。

置恩寺

歴
史
と
と
も
に

第
2
章

Old shrines, temples and ruins are scattered 
all over Katsuragi City, including locations 
which became the stage of legend. The pow-
erful Katsuragi Clan from ancient times is 
resting in Yashikiyama Tumulus, Sekkouji 
Temple, which has the well which is said to 
have been used by Chujo-hime to dye lotus 
threads to weave Taima Mandala, and the 
story of the tomb of Prince Otsu, a tragic hero 
of ancient times. These are old tales of 
cultural properties in the city that are fascinat-
ing to people. In Fuefuki-jinja Shrine, peony, 
winter-flowering peony, and Quercus gilva, 
which is a prefectural treasure, grew in colo-
nies, suggesting a richness of the area where 
history and nature exist in harmony.

Fascinating History Resides in
Cultural Properties

　
葛
城
市
に
は
、
神
話
の
舞
台
と
な
っ
た

場
所
を
は
じ
め
、
市
内
各
地
に
遺
跡
や
神

社
仏
閣
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
古
代
豪
族

　
城
氏
が
眠
る
屋
敷
山
古
墳
や
、
中
将
姫

が
當
麻
曼
荼
羅
を
織
る
た
め
に
蓮
糸
を
染

め
た
と
さ
れ
る
井
戸
の
あ
る
石
光
寺
、
悲

劇
の
主
人
公
大
津
皇
子
の
物
語
な
ど
、
葛

城
市
の
文
化
財
に
は
古
代
か
ら
の
物
語
が

古
の
魅
力
と
な
っ
て
人
々
を
魅
了
し
て
い

ま
す
。
牡
丹
や
寒
牡
丹
の
美
し
い
石
光
寺
、

県
指
定
天
然
記
念
物
の
イ
チ
イ
ガ
シ
が
群

生
す
る
笛
吹
神
社
な
ど
、
自
然
と
歴
史
が

共
生
す
る
地
域
で
す
。
ぜ
ひ
そ
れ
ぞ
れ
の

物
語
を
追
っ
て
歴
史
に
思
い
を
重
ね
て
み

て
く
だ
さ
い
。

十一面観音立像
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屋敷山古墳

正式名は葛木坐火雷神社
（かつらきにいますほのいか
づちじんじゃ）。音楽の神様と
しても知られ、正月にはフ
ルートや尺八など奉納演奏
が行われています。境内には
県指定天然記念物のイチイ
ガシが群生し、広庭には日露
戦争後に政府から奉献され
た大砲が残っています。

笛吹神社

鎌倉時代の建築様式を今に伝える社殿は
国の重要文化財に指定されています。屋
敷山古墳の西側に位置することから、かつ
ては墓西神社と記載されていました。

博西神社

傘堂
一本足で、傘のような形状
をした建物。江戸時代に郡
山城主本多候の菩提を弔
うために、恩顧の家臣と地
元の民によって建立された
御影堂です。いつの頃から
か安楽往生を祈願する信
仰の場所にもなりました。県
指定有形民俗文化財です。

天武天皇の皇子として、将来を有望視
されていた大津皇子。謀反の罪をきせ
られ自害させられてしまいます。現在、
二上山雄岳山頂の墓は宮内庁によっ
て管理されています。

大津皇子の墓

5世紀中頃に作られた、古代豪族　城氏の墓で、王者の棺である長持形石棺は歴史博
物館に展示されています。古墳を囲んでいた濠の一部は、現在、公園の池となっています。

　
飛
鳥
時
代
に
序
詞
、
枕
詞
、
押
韻

な
ど
を
駆
使
し
た
格
調
高
い
歌
風

で
、
自
ら
の
感
情
を
短
歌
に
込
め
る

作
風
を
築
き
『
万
葉
集
』
第
一
級
の

歌
人
と
称
さ
れ
た
人
物
で
す
。
長
歌

に
つ
い
て
は
複
雑
で
多
様
な
対
句
を

用
い
、
長
歌
の
完
成
者
と
ま
で
呼
ば

れ
ま
し
た
。
葛
城
市
柿
本
が
生
ま
れ

故
郷
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
明

確
な
経
歴
は
記
録
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
石
見
国
（
島
根
県
益
田
市
）
で
没

し
た
と
さ
れ
る
人
麻
呂
を
宝
亀
元
年

（
７
７
０
）
に
改
葬
し
、
そ
の
傍
ら

に
社
殿
を
建
て
た
こ
と
が
始
ま
り
と

さ
れ
る
柿
本
神
社
で
は
、
人
麻
呂
を

歌
の
神
様
と
し
て
お
祀
り
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
盛
ん
に
歌
会
が
行
わ

れ
、
多
く
の
和
歌
も
奉
納
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
柿
本
神
社
に
は

人
麻
呂
の
像
が
秘
蔵
さ
れ
て
お
り
、

毎
年
命
日
の
４
月
18
日
に
は
チ
ン
ポ

ン
カ
ン
ポ
ン
祭
を
行
い
、
人
麻
呂
の

供
養
を
行
っ
て
い
ま
す
。

柿
本
人
麻
呂
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